
ここがききたい！ 一般質問

※1　現物給付…医療機関の受診に際し、窓口で医療費の支払いが生じない方式
※2　国庫負担金･…国から地方自治体などに援助する負担金で、社会保障、義務教育など国が一定の責任を持つとされる事務事業に支出するもの5

問　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
の
助
成
方
式
は
。

　
②
国
で
は
、
現
物
給
付
に

よ
る
医
療
費
助
成
を
し
た
自

治
体
に
対
し
、
国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
金
を
減
額
す

る
仕
組
み
が
あ
る
が
、
今
回

の
医
療
費
助
成
実
施
に
よ

り
、
市
の
国
民
健
康
保
険
の

負
担
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

　
③
自
治
体
間
で
格
差
が
あ

る
状
態
は
好
ま
し
く
な
い

が
、
将
来
ど
の
よ
う
な
形
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
の
か
。

答　
①
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
の
し
や
す
さ
や
手
続
き
の

簡
素
化
な
ど
、
市
民
の
利
便

性
に
最
大
限
配
慮
し
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
現
物
給
付
方
式

に
よ
る
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
②
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
は
、
26
年
度
の
実

績
を
用
い
て
算
出
す
る
と
、

既
に
実
施
し
て
い
る
小
学
校

6
年
生
ま
で
の
国
庫
負
担
金

減
額
分
、
約
5
，
9
０
０
万

円
に
加
え
、約
1
，
１
０
０
万

円
が
更
に
減
額
と
な
り
、
合

計
で
約
７
，
０
０
０
万
円
が

減
額
と
な
る
。

　
③
国
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
の
医
療
の
あ
り
方
に
関
す

る
総
合
的
な
検
討
を
行
い
、

28
年
夏
頃
ま
で
に
一
定
の
考

え
方
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
国
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
引
き
続
き
子
育
て

の
安
心
感
を
高
め
る
環
境
づ

く
り
推
進
に
努
め
て
い
く
。

村田 雅彦
（公明党）

問　
市
街
地
開
発
組
合
の
事

業
の
成
果
で
あ
る
基
金
に
つ

い
て
、
現
在
の
残
高
は
。

　
市
街
地
開
発
組
合
の
成
り

立
ち
や
基
金
の
性
質
を
勘
案

し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
基
金
を

活
用
す
べ
き
で
あ
り
、
県
や

組
合
に
対
し
、
更
な
る
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
で
は
。

答　
市
街
地
開
発
組
合
は
、

県
と
市
で
設
置
し
た
一
部
事

務
組
合
と
し
て
、宇
都
宮
市
域

の
工
業
生
産
力
を
増
強
す
る

た
め
、宇
都
宮
工
業
団
地
、清

原
工
業
団
地
な
ど
の
造
成
や

処
分
な
ど
を
行
って
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、そ
の
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
、今
年
8
月
末

で
、102
億
9
千
7
百
万
円
余

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
組
合
議
会
が
設
置

し
た
事
業
検
討
会
に
お
い
て

21
年
3
月
に
新
規
工
業
団
地

の
整
備
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
支
援
な
ど
、
組
合
が
造

成
・
分
譲
し
た
工
業
団
地
の

付
加
価
値
の
向
上
を
図
る
た

め
の
事
業
に
活
用
す
る
と
報

告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
へ
の
基
金
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
宇
都
宮
工
業
団
地
、

清
原
工
業
団
地
が
位
置
す
る

東
部
地
域
の
拠
点
機
能
の
強

化
や
、
生
産
性
の
向
上
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
組
合
や
共

同
設
置
者
で
あ
る
県
に
対

し
、
引
き
続
き
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

へ
の
基
金
の
積
極
的
な
活
用

を
要
請
し
て
い
く
。

増渕 一基
（自民党）

問　
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
で

は
、
高
額
な
楽
器
を
買
わ
な

け
れ
ば
部
活
動
が
で
き
な
い

の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
家

族
が
崩
壊
し
た
場
合
は
、
誰

が
責
任
を
と
る
の
か
。

答　
部
活
動
は
、
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
な
ど
を
愛
好
す

る
生
徒
が
、
学
級
や
学
年
を

超
え
て
参
加
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
活
動
に
あ
た
っ

て
、
共
同
で
使
用
す
る
物
品

は
学
校
備
品
や
部
所
有
の
物

を
使
用
し
、
個
人
で
使
用
す

る
物
品
の
多
く
は
、
保
護
者

の
負
担
で
購
入
し
て
い
る
。

　
吹
奏
楽
部
に
つ
い
て
も
、

多
く
の
学
校
に
お
い
て
、
チ

ュ
ー
バ
や
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
な

ど
の
特
に
高
額
で
大
き
な
楽

器
は
、
学
校
や
部
所
有
の
も

の
を
生
徒
に
使
用
さ
せ
、
フ

ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど

は
生
徒
が
購
入
し
て
い
る
。

　

現
在
、
各
学
校
に
お
い

て
、
楽
器
を
個
人
で
購
入
で

き
な
い
場
合
は
、
他
校
か
ら

借
用
し
た
り
、
卒
業
生
か
ら

譲
り
受
け
る
な
ど
し
て
、
部

に
所
属
す
る
生
徒
の
活
動
が

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て

制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
配
慮
し
て
い
る
が
、
一

部
の
学
校
に
お
い
て
は
個
人

で
高
額
な
楽
器
の
購
入
を
し

て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
保
護
者
に
過

度
の
負
担
が

生
じ
な
い
よ

う
、
改
め
て

指
導
し
て
い

く
。

西　房美
（緑）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
、
中
心
商
業
地

の
に
ぎ
わ
い
創
出
ほ
か
）
②
地
方

公
会
計
制
度
の
推
進 

③
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度 

④
保
健
福
祉
行
政
（
夜

間
休
日
救
急
診
療
所
に
お
け
る
市

民
利
便
性
向
上
、
地
域
に
お
け
る

介
護
予
防
ほ
か
）
⑤
第
2
次
市
環

境
基
本
計
画
の
改
定

保
護
者
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
部
活
動
運
営
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
入
札
に
お
け
る
疑
惑 

②
路
面
電

車
、
住
民
投
票
を 

③
農
業
問
題
で

石
川
県
羽
咋
市
を
見
習
っ
て
は

④
保
育
園
・
小
中
学
校
で
の
電
磁

波
被
害
は
あ
る
か 

⑤
市
役
所
や
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
設
置
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
被
害
は
あ
る
か 

⑥
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
の
人
体
被
害　
ほ
か

市
街
地
開
発
組
合
基

金
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に

活
用
す
べ
き

こ
ど
も
医
療
費
助
成

拡
大
へ
の
対
策
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

中
心
と
し
た
総
合
的
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
市
経
済

の
活
性
化
政
策
）
②
情
報
通
信
の

危
機
管
理
（
非
常
時
の
通
信
網
確

保
、
個
人
情
報
保
護
の
強
化
）

③
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策

④
子
育
て
支
援 

⑤
生
ご
み
の
収
集

と
処
理 

⑥
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

※
１

※
２


